
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メコノプシス・ワリッキー               カトカルティア・ウィローサ 

 

 

 

観光庁長官登録旅行業第 1668号／社団法人全国旅行業協会正会員 



 

 

■「国民総幸福量（ＧＮＨ）」という独自の概念を掲げるヒマラヤの王国を歩く！ 
■日本・ブータン国交３０周年、日本人観光客歓迎ムードの２０１６年！ 
■高山植物に詳しいブータン人日本語ガイドが同行します！ 
■ブータン固有種の青いケシやアツモリソウなど希少な高山植物が目の前に！ 
■快適なホテルをベースに車で峠へ行き、軽装備でハイキングを楽しむ！ 
■日本人の口にも合う赤米やソバなど、ほどよくアレンジされたブータン料理も！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年の今年は、日本～ブータン国交 30周年の記念すべき年です。国交樹立以来、政府、民間レ

ベルで様々な交流を続けてきた日本とブータンの関係は、今や親友と言える間柄にまで発展しました。 

第 4代国王ジグミ・シンギ・ワンチュック国王が提唱した「グロス・ナショナル・ハピネス（国民総

幸福量）」という概念は、現代の物質文明や経済発展偏重の行き詰った資本主義に警鐘を鳴らすと同時に、

様々な問題に頭を抱える先進国、新興国に一条の光明をもたらす衝撃的なアイデアとなりました。 

人口約 77 万人、面積は九州ほどで「ヒマラヤの小国」とも呼ばれるブータンは、自然に囲まれた山

と森の国です。人々はチベット仏教を信仰し、毎日が自然と共にあるブータンの生活は、物質的に質素

でも、精神的に満たされた庶民の様子は、少なからず感動と思索の時間を与えてくれるでしょう。 

また、日本人にとっては、初めての土地なのに遠い昔の記憶が蘇るような懐かしさを感じます。 

標高 3,500ｍ前後の峠で車を降りてハイキングで向かった先に、青いケシやエーデルワイス、ヒマラ

ヤアツモリソウをはじめ、多種多様な高山植物の丘が広がります。これほどまで比較的手軽にヒマラヤ

の希少種に出会える場所は滅多にありません。 

ヒマラヤの素敵な花々に出会うチャンスです。記念すべき年に幸福の国ブータンへ行きませんか！ 

ヒマラヤの王国ブータンではちょっとした峠でも 3,500m を超えます（チェレ・ラ峠／3,750m） 



月 日 都 市 名 交 通 ス ケ ジ ュ ー ル 食事 

7／07 

（木） 

新千歳 

乗継都市 

航空機 

 

空路、日本国内または経由都市で乗り継ぎバンコクへ。 

〔機内泊〕 

― 

機 

7／08 

（金） 

バンコク 

 

パロ 

航空機 

 

専用車 

空路、ブータン唯一の国際空港パロ(2,300m)へ。   

午後、パロの観光へ（パロ・ゾンなど）。 

夜はブータン仮面民族舞踊の鑑賞を。 

                〔パロ／ホテル泊〕 

― 

機 

夕 

7／09 

（土） 

パロ 

 

チェレ・ラ 

 

ハ 

専用車 

徒歩 

専用車 

朝食後、専用車にてチェレ･ラ峠(3.750m)へ。 

チェレ・ラにてフラワーハイキング（約３時間）。昼食はお弁当になります。 

その後、専用車にてハ(2,730m)へ。 

夕刻、ご希望の方には別料金にてブータン名物ドツォ（石焼き風呂）体験も。 

（5名以上で催行、お一人様 2,000円）。 

〔ハ／ホテル泊〕 

朝 

昼 

夕 

7／10 

（日） 

ハ 

 

セレ・ラ 

 

ハ 

専用車 

徒歩 

専用車 

朝食後、専用車（４ＷＤ）にてセレ･ラ(3,450m)へ。 

セレ・ラにてフラワーハイキング（約 2時間）。昼食はお弁当になります。 

その後、車道を歩いて下るハイキング（約 1.5時間）。 

その後、専用車にてハへ。 

〔ハ／ホテル泊〕 

朝 

昼 

夕 

7／11 

（月） 

ハ 

 

チェレ・ラ 

 

ティンプー 

専用車 

 

 

 

朝食後、ハの谷を観光。ラカン・カルポなど。 

昼食は地元の農家でローカル食を。 

その後、専用車にて再びチェレ・ラ(3.750m)を経由し、首都ティンプー(2,400m)へ。 

ティンプー着後、市内ミニ観光。 

夕食はホテルで。                   〔ティンプー／ホテル泊〕 

朝 

昼 

夕 

7／12 

（火） 

ティンプー 

パロ 

バンコク 

専用車 

 

航空機 

朝食後、専用車にてパロへ。 

空港、バンコクへ。 

空路、帰国の途へ。                         〔機内泊〕 

朝 

機 

機 

7／13 

（水） 

（経由都市） 

新千歳 

航空機 

 

 

 

― 

― 

■ 所要時間は休憩を除く歩行時間の目安です。当日の状況により変わりますのであらかじめご了承願います。 

■ 歩行の行程は原則として上記を予定しておりますが、現地事情により変更する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒマラヤアツモリソウ         メコノプシス・コルデュラ          ピンクのユキザサ            エーデルワイス          クレマントデューム 

パロ国際空港                    パロの望楼タ・ゾン（現在は博物館）                  パロの谷を俯瞰する 



■旅行代金：新千歳発着 360,000円／東京発着350,000 円 その他の発着についてはお問い合せ下さい。 

■一人部屋追加代金：33,000円 

■最少催行人員：6名（最大募集人員 12名） 

■添乗員（ツアーリーダー）：新千歳空港より同行します。  

■食事：朝 4回・昼 3回・夕 4回 （機内食を除く） 

■利用予定航空会社：タイ航空、大韓航空、全日空、日本航空、ドルックエアー、ブータンエアラインズ その他 

■利用予定ホテル：パロ／ドルジリン、ハ／リサムリゾート、ティンプー／ペドリン、ジュモラーリ（または同等クラス） 

■ビザ：必要 証明写真 1枚（入国時パスポート残存期間が 6 ヶ月以上必要です。）取得手数料 8,200円別途 

■空港諸税、燃油サーチャージは別途実費を申し受けます(目安：約 16,000円／2016年 2月現在)。 

ハイキングの服装、装備、食事など 

 現地では高山植物に詳しい日本語ガイドが同行します。 

 雨季にあたるため雨が降りやすい季節ですが、それゆえの高山植物開花のシーズンです。 

午前中は晴れることも多く、日本の梅雨のように降り続く雨ではありません。 

 比較的温暖ですが標高 3,000m超の峠付近では気温が下がることがあります。従いまして防寒装備と歩行に

適した軽登山靴やトレッキングシューズ、そしてしっかりした雨具の上下は必携です。 

 ハイキングには、日帰り用の小型ザック(20~30㍑)をご用意下さい。 

 晴れると紫外線は強いので、サングラス、日よけの帽子、日焼け止めクリームなどの準備は必要です。 

 朝食は、ホテルでのコンチネンタルブレックファスト（ブッフェ）が多いです。 

 昼食は、ハイキングではお弁当、クルマでの移動中はレストランになります。 

 夕食はホテルでのブータン料理も含むコンチネンタルブッフェが多いです。 

 ブータンの通貨はニュルトラム（Nu）です。インドルピーと等価でルピーとも呼ばれます。 

１Nu(Rs)=約 2円（2016年 2月現在） 

 現地での陸上移動は専用車（マイクロバス等）を利用します。山道では４WD車に乗り換える事もあります。 

 スーツケース等大きな荷物は専用車と共に運搬します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参加の皆様へ＜旅行条件抜粋＞ 
お申し込みの際には、必ず旅行条件書をお受け取りください。旅行条件は、パンフレットの内容、条件によるほか、別途お渡しするご旅行条件書、最終日程表並びに当社募集型企画旅行約款によります。 

■募集型企画旅行契約 
この旅行は、株式会社ノマド（以下「当社」という）が企画募集し実施する企画旅行です。旅行に参加されるお客様は当社と企

画旅行契約（以下「旅行契約」という）を締結することになります。 

■旅行のお申し込み及び契約成立時期 

旅行契約は当社らが契約の締結を承諾し申込金または旅行代金（お支払い対象旅行代金）を受理した時に成立します。（通

信契約の場合を除きます。） 

■お申込金（お一人様） 
●旅行代金が５０万円以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００，０００円以上旅行代金まで 

●旅行代金が３０万円以上５０万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０，０００円以上旅行代金まで 

●旅行代金が１５万円以上３０万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０，０００円以上旅行代金まで 

●旅行代金が１０万円以上１５万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，０００円以上旅行代金まで 

●旅行代金が１０万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旅行代金の２０％以上旅行代金まで 

■取消料 
旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、下記の金額を取消料として申し受けます。（お一人様） 

旅行契約の解除期日 
4/27～5/6、7/20～8/31、 

12/20～1/7に開始する旅行 
左記以外の日に開始する旅行 

旅行開始日の前日から起算してさかの

ぼって４０日目にあたる日以降～３１日

目にあたる日まで 

旅行代金の１０％ 

（１０万円を上限） 
無料 

旅行開始日の前日から起算してさかの

ぼって３０日目にあたる日以降～１５日

目にあたる日まで 

旅行代金が５０万円以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０万円 

旅行代金が３０万円以上５０万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５万円 

旅行代金が１５万円以上３０万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３万円 

旅行代金が１０万円以上１５万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２万円 

旅行代金が１０万円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旅行代金の２０％ 

旅行開始日の前日から起算してさかの

ぼって１４日目にあたる日以降～３日目

にあたる日まで 

旅行代金の２０％ 

旅行開始日の前々日～旅行開始日まで 旅行代金の５０％ 

旅行開始後または無連絡不参加の場合 旅行代金の１００％ 

■旅行代金のお支払い 
旅行代金は旅行出発日の前日から起算してさかのぼって２１日目にあたる日より前に（お申し込み間際の場合は当社らが指

定する期日までに）お支払いください。 

■旅行代金に含まれるもの 
旅行日程に明示した★運送機関の運賃・料金（この運賃・料金には、運送機関の課す付加運賃・料金（原価の水準の異常な

変動に対応するため、一定の期間および一定の条件下に限りあらゆる旅行者に一律に課されるものに限ります。以下同様と

します。）を含みません。★宿泊費★食事代旅行取扱料金および消費税等諸税、サービス料★お一人様につきスーツケース

等１個の受託手荷物運送代金。上記費用はお客様のご都合により、一部利用されなくても払い戻しはいたしません。 

■旅行代金に含まれないもの 
前項のほかは旅行代金に含まれません。その一部を例示いたします。★超過手荷物料金★運送機関の課す付加運賃・料金

★クリーニング代、電報電話料、追加飲食代、ホテルのボーイ・メイド等に対する心付その他個人的性質の諸費用とそれに伴

う税・サービス料★注釈のない限り日本国内の空港使用料★旅行日程中の空港税、空港使用料等 

■特別補償 
当社は、当社又は当社が手配を代行させた者の故意又は過失の有無にかかわらず、募集型企画旅行約款別紙特別補償規

程に基づき、お客様が募集型企画旅行参加中に急激且つ偶然な外来の事故により、その身体、生命又は手荷物上に被った

一定の損害について、予め当社約款特別補償規程に定める金額の範囲において、補償金又は見舞金を支払います。 

■旅行条件（抜粋）基準日  
この旅行条件は、2016 年 2 月 1 日を基準としています。又、この旅行代金は、2016 年 2 月 1 日現在の有効なものとして公

示されている運賃・規則、又は 2016年 2月 1日現在認可申請中の航空運賃・適用規則を基準として算出しています。 

■個人情報の取り扱いについて 
当社は、旅行申込みの際に提出された申込書に記載された個人情報について、お客様との連絡のために利用させていただく

ほか、お客様がお申込みいただいた旅行において旅行サービスの手配及びそれらのサービスの受領のための手続に必要な

範囲内で利用させていただきます。その他、当社らは、[1]当社ら及び当社らの提携する企業の商品やサービス、キャンペー

ンのご案内[2]旅行参加後のご意見やご感想の提供のお願い[3]アンケートのお願い[4]特典サービスの提供[5]統計資料の

作成、にお客様の個人情報を利用させていただくことがあります。これらの事業者への個人データの提供の停止を希望される

場合は出発前までにお申し出下さい。 

■その他 
旅行代金は特に記載のない限りお一人様分を表示しています。また、こども代金は旅行開始日当日を基準に満 2 歳以上～

12 歳未満の方に適用します。また、旅行の中途離団等、お客様の都合で旅行日程を変更する場合は、別途追加手数料等を

お支払いいただいた上で可能な限りご希望に沿うよう努力しますが、運送機関等の状況により不可能な場合があります。ま

た、「離団証明書」等の証明書類に署名、捺印等をいただく場合があります。 

◎海外危険情報・衛生情報について 

「外務省海外危険情報」は「海外安全ホームページ（http://www.anzen.mofa.go.jp）」または、外務省海外安全情報センター

（TEL:03-5501-8162／受付時間：外務省閉庁時を除く 09:00～17:00）などでご確認いただけます。 

渡航先の衛生状況は「厚生労働省検疫感染症ホームページhttp://www.forth.go.jp」でご確認いただけます。 

■旅行企画・実施 

株式会社ノマド 
〒060-0062 札幌市中央区南 2条西 6丁目 8番地一閤ビル 5階 

観光庁長官登録旅行業第 1668号 

総合旅行業務取扱管理者  早坂悟 tour@hokkaido-nomad.co.jp 

■お申し込み・お問い合せ   ツアーデスク 

TEL 011-251-1900 

FAX 011(261)2019    外務員氏名                      

 

http://www.forth.go.jp/

